

























































































































































































3. 2. 3. 和食の魅力をさぐろう
“一汁三菜”という言葉をキーワードに調べ学習
を行っていた児童の発言を元にして，「主食 • 主

































びつけ，こんだて作りに結びつけるための手立て っておも しろい視点だね。ふくくんも， 比較
として，栄養教諭にも参加 してもらった。まず， して調べてくれていたよね。」
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ふく「ぼくは，フランス料理とのちがいを，お父
さんに聞いてみたんだけど，水がちがうらし
いんよ。フランス料理は，煮込んだりすると
きにワインを使うことが多いけど，ワインっ
て， 水を使わずにつくつているらしい。でも，
和食で使われているダシって，水でとるやん
か。日本は水がおいしいから，水をよく使っ
ているって。」
かず「水のこと，やったなぁ，あれか。」
めい「ダシを使うと，さくちゃんが言ってたよう
な成人病の原因の塩分を減らせるって。ダシ
でたくと，風味が増して，たくさん塩を使わ
なくてもおいしいって感じるから。」
（授業のはじめの段階で，児童さくが，病気と和
食につての発言を行っていた。教師は，ダシの存
在に気付いてほしいという願いをもっていたの
で， 5年生の味噌汁作りのことや日常生活のこと
を振り返らせるための発言をいれる）
T 「ダシって水と何でとっているものをみんな
はイメージしてるの？」
という授業の流れからダシについての復習，理
解をふ深め合うことになった。そして，次時の授
業ではこんだて作りを行う前に，ダシ入りの味噌
汁とダシなしの味噌汁を飲み比べるという活動を
取り入れた。この学習では調理時間を朝食の時よ
りたくさん使うということから， 2人組で同じ物
を作るというペア調理を行った。また，小学校の
家庭科では生肉や生魚を使用しないことになって
いるので，主菜となるものを全員で考えた結果
「サバの味噌煮Jとし，それは教師が作ることに
した。子どもたちは副菜を 2種類以上と汁物の
献立を考え，実習につなげた。
図5
素材のよさと
ダシのうまみ
にこだわって
考えた混ぜご
飯と味噌汁、
キノコの炒め
物、野菜の煮
物のこんだて
図6
簡単にダシの
うまみをいか
そうとこだわ
ったほうれん
草のおかか和
えと大根おろ
しのこんだて
4. 考察
「1食分のこんんだて作り」の授業において，和
食をとりあげることのよさとして考えられること
は，①教師がこんだて作りのポイントを教えるの
ではなく，子どもがそのよさに近づこうとするこ
とで理想的なこんだて作りにつなげることができ
る，②5年生の味噌汁作りの復習につながる，③
自分たちの国の食文化に誇りをもつことにつなが
る，という 3点があげられるだろうと考えられ
る。
また， 1学期にまず一人実習を行い， 2学期
にペア実習を行うことで，子どもたちの意欲と家
庭での実践率も大変高かった。そして「ダシ」に
こだわることで，家庭で母親や祖母の調理の様子
の観察や聞き取りにも自然につなげることができ
たと思われる。また，“炒める”“ゆでる”という
調理方法以外にもかつをぶしやこんぶと“和え
る”という調理方法を取り入れて簡単に野菜料理
を作るという技能も定着することができた。
5 成果と課題
研究方法として以下の3点，①基礎基本の定着を
図るための一人実習 ・ペア実習と相互評価を取り入れ
たこと，②視点の明確化を図ったこと，③身近な問題
として無形文化遺産に登録される和食を取り上げたこ
と，それぞれ有効であったと考えられる。
①では，はじめに一人実習を入れてからのペア実習
としたことで，ペアでの実習が，意識を持って互いの
長所を認めあえる実習となった。これは技能の定着と
いう点で大きな成果である。教師側もじっくりと声か
けをしながら調理している子どもの様子を評価できる
という点も大きな成果であると思われる。
②では，「 1食分のこんだて作り」において，
子どもたちのこだわりがひろがったこともあり，
視点を明確化できなかったところもあった。結果
として，実習後にダシに関わって「うま味」につ
いての授業を行ったのだが，今後の課題である。
③では，和食，特にダシにこだわり，主菜を「さ
ばの味噌煮」とした。結果として主菜を子どもが
実習することはできなかったことも今後の課題で
あると考える。
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